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小学校理科における 

実感を伴った理解を図るための授業づくり 

－ 学習内容と日常生活を関連付ける学習場面の工夫 － 

 

梶 川 友 恵１  

 実感を伴った理解を図るためには、学んだことと生活がつながることが重要であると考える。そこで、問題

解決学習によって学び得たことを生活に当てはめて考える場面を、「水溶液の性質」の単元の中に設定し実践

した。また、学んだことで新たな見方ができるようになった自分を振り返るために、「なるほど水溶液カード」

を作成した。その結果、子どもは学んだことを活用して、日常生活の事象を意味付けることができた。 

                                            

はじめに 

 

今まで実践してきた授業を振り返ると、具体的な事

象から授業に入り、追究活動を行い子どもに性質や規

則性などを把握させ、単元を終了することが多かった。

そして、学習した性質や規則性を日常生活で子どもが

活用することを期待しつつ、単元を終了していた。し

かし、子どもの様子を観察していると、性質や規則性

として抽象化したものを、再び日常生活の具体的な出

来事に当てはめて活用することは、簡単ではないよう

だった。 

2008年３月に告示された新学習指導要領には、小学

校理科の目標に「実感を伴った（理解）」という文言

が新しく加わった。これは、問題解決学習の出口の強

化を意味している。つまり、子ども一人ひとりが問題

解決学習を通し、科学的な見方や考え方ができるよう

になることだととらえた。 
小学校学習指導要領解説理科編では、「実感を伴っ

た理解」とは、三つの側面から考えることができると

している。その中でも、上記の課題と関連の深い「実

際の自然や生活との関係への認識を含む理解」に焦点

を当てていくことにする。 
「実際の自然や生活との関係への認識を含む理解」

をしている子どもの姿とは、問題解決学習によって学

び得た性質や規則性が、身の回りの自然や日常生活に

存在していることを納得している子どもだととらえ、

単元の終末でこの姿を目指すことが、課題解決になる

と考えた。そのためには、学習したことを身の回りの

自然や日常生活につなげる授業を行うことが大切で

あると言える。 

以上のことから、研究テーマを「実感を伴った理解

を図るための授業づくり」とし、サブテーマを「学習

内容と日常生活を関連付ける学習場面の工夫」と設定

して研究することにした。 

 

研究の内容 

 

１ 研究仮説 

問題解決学習によって学び得た知識を、身近な自然

や日常生活につなげる学習場面を単元の中に位置付け

れば、子ども一人ひとりがより確かな理解を図ること

ができ、獲得した知識を日常生活の中でいかす力が高

まるだろう。そして、理科学習への意義や有用性を感

じ、学習意欲が向上するだろう。 

 

２ 研究の手立て 

問題解決学習の出口の強化を行うために、問題解決

学習によって学び得た知識を身近な自然や日常生活に

つなげる学習場面を、教師が単元の終末に設定した。

そして、その中で具体的に次の二つの手立てを考えた。 

ひとつは、問題解決学習によって学び得たことを自

然や日常生活の事象に当てはめて考える学習場面を

設定することである。もうひとつは、学んだことで新

たな見方ができるようになった自分を振り返る学習

場面を設定することである（第１図）。 

身 近 な 自 然 や
日 常 生 活 につ な げる

学 習 場 面

 第１図 単元の流れと手立てとの関係
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(1

察

日常生活に当ては

め

この学習場面の流れを、第２図に示した。 

できる限り子どもからテーマを出させ

場合は、一人ひとりに声をかけ

支

た子ども同士を班にして、互

い

させる。 

を活用して、できる限り子どもに考

え

意深く観察したり、

正

を行わせる。 

ど活用して、分かりやすく

ま

た結果から結論を

他の班との情報交換をするこ

育てるため

に

焦 学習の

まとめと自分の成長を 1 枚の画用紙に表現させた。 

この学習場面の流れを、第３図に示した。 

とをまと

て工夫しながら画用紙に

表

れを比

較させ 見方や につい 後

の見方や 方の変化と一 させる。

 

」その

ものに対して、学習前と後の自分を比較させ、できる

よ どを文

第２図 

場面（手立て１）

)自然や生活に結び付ける 

より確かな理解を図るためには、今まで何気なく見

ていた事象を、単元で得た知識を活用してとらえ直す

ことが必要である。また、知識を日常生活で活用して

いくためには、問題解決能力の定着も大切である。そ

のために、自分の力で予想を立て、解決方法を決め観

・実験をするなどの活動を取り入れる必要もある。 

そこで、学び得たことを、自然や

て考える学習場面を設定した。 

 

ア 観察・実験のテーマの設定 

学んだことを、身近な自然や日常生活の事象に当て

はめる観察・実験のテーマを設定させる。テーマは、

学習したことを基に、自然や日常生活を見つめ直すよ

うなものにし、

るようにする。難しい

援を行う。 

イ 解決方法の決定 

学んだことを基に予想を立てさせる。次に、これま

で学んだ方法を使って観察・実験の計画を立てさせる。

そして、同じテーマにし

に考えた予想や方法を出し合い、よりよい観察・実

験方法を検討

これまでの学習

させる。 

ウ 観察・実験 

子どもたちが、視点を絞って注

しく道具を使用したりして、今までの学習を活用し

ながら観察・実験

結果を、グラフや表をな

とめさせる。 

エ 意味付け・関係付け 

学んだことを基に、自分たちで得

導き出させる。さらに、

とによって、考えを深めさせる。 

(2)自分を振り返る 

 理科学習の意義や有用性、そして意欲を

は、子どもが自分の成長を自覚し、学習に対する肯

定的な感情を育てることが必要である。 

そこで、学んだことで新たな見方ができるようにな

った自分を振り返る学習場面を設定した。 

振り返る内容は、「分かったこと」、「自分の成長」に

した。自分の成長を振り返るために、「学習対象への見

方や考え方の変化」、「学習を通しての自分の変化」に

点を当てた。振り返る方法として、今までの

観察・実験のテーマの設定
自然や日常生活を見つめ直す場

 

ア 分かったことをまとめて表現する 

単元での学習を振り返り自分の分かったこ

め、文章や絵・図・表を使っ

現し、何を学び得たのかを認識させる。 

イ 自分の成長を表現する 

「学習対象への見方や考え方の変化」は、第４図の

視点を子どもに与え、学習対象の見方や考え方が学習

前と後でどう変化したかを文章で表現させ、そ

る。学習前の 考え方 ては、学習

 考え 緒に考え

 

「学習を通しての自分の変化」は、第５図の視点を

子どもに与え、学習対象に限定せず「学ぶこと

うになったことな 章で表現させる。 

学び得たことを自然や日常生活に 

当てはめて考える学習

解決方法の決定
今まで学習した問題解決の手順をもう一度使う場

分かったことをまとめて表現する

学んだことを再認識する場

自分の成長を表現する
観察・実験

学習対象への
見方や考え方の

変化を認識する場

学習を通しての
自分の変化を
認識する場

学習した知識や技能をもう一度使う場

自然や日常生活の事象の意味付け・関係付け

より確かな理解につなげる場 意義・有用感

意欲

これからは

○○の 
ことを・・ ・

今は 
○○の 

ことを・・・ 

学習する前は

○

ことを・・・ 

第３図 なった自分 新たな見方ができるように

    を振り返る学習場面（手立て２） 

○の 

第４図 学習したことを振り返る視点

学習を通して 自分が成長したところは 

第５図 自分自身の変化を振り返る視点
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３ 授業における検証 

(1)検証授業の概要 

 

教育課程実

施 によって有用性

が高まるかどうか調査することにした。 

流れ に示

１次 

１時間） 

３次 

４時間

立て 1 

手立て２ 

(2

に当てはまるのか予想

り、子ども同士がお互いに話し

て、どの子どももテーマを考え

ブルにし

。この時のテーマは第 1 表に示した。この表は、２

る。 

の手順は、

前 持たせることになり、どの子

ことができた。 

待

表 どもたちが考えた

検証授業は、横須賀市立大塚台小学校第６学年の２

クラス（70 名）を対象に行った。 

平成 15 年度小・中学校教育課程実施状況調査では、

「水溶液の性質」の学習を役立つと思っている子ども

は約 35％と他の単元に比べて低く、あまり有用性を感

じていない傾向が見られる。しかし本来この単元の学

習内容は日常生活との関連が深いので、「水溶液の性

質」を本研究で取り上げることにした。単元終了後に

アンケートを行い、その結果を小・中学校

状況調査と比較し、本研究の手立て

単元の を、第６図 した。 

 

第

（

 

 

第２次（13 時間） 

 

 

 

 

 

第

（ ） 

 

 

手

 

 

 

 

 

 

第６図 研究単元の流れ 

 

)手立て「自然や生活に結び付ける」についての考察 

ア 実験のテーマの設定 

まずこれまでの学習内容は三つあったことを子ども

に確認した。その後、「今まで学習してきたことを基に、

身の回りを見渡して、もっと調べてみたいことにチャ

レンジしよう」と投げかけた。しかし、身の回りのど

れが水溶液なのか分からずとまどっている子どもや、

学んだことは身の回りの水溶液

できない子どもなどがいて、しばらく黙ったまま考え

込んでいる様子が見られた。 

 そこで、身の回りの水溶液にはどんな物があるのか

例を提示したり、先に決定した子どものテーマを黒板

に書いて参考にさせた

合えるようにしたりし

られるようにした。 

イ 解決方法の決定 

 自分が設定したテーマの予想とそれを確かめるため

の方法を考え、計画を実験プリントに記入させた。そ

の後、黒板に書いてあるテーマの欄に自分の名前を書

き、同じテーマごとに集まった子どもたちで班を作っ

た。一つのテーマに多数の子どもが集まった場合は、

どの班も４～５人になるように分けた。また、人数が

少ないテーマは、子どもの考えを尊重してそのまま班

として成立させた。安全面に配慮して、少ないテーマ

同士で協力して実験を行うように、同じテー

た

クラス分のテーマを合わせて示してあ

 

第１

 

テーマ別の班で、子どもがそれぞれ考えた実験方法

を出し合い、班での方法を決定させた。こ

もって子どもに考えを

どもも積極的に話し合う

ここまでの活動を 1

時間で行い、授業終了

時に学習日記を書かせ

た。この日記から授業

の最後には多くの子ど

もが、次回の実験を心

ちにしていることが

分かった（第７図）。 

 子 テーマ 

内

容 

班

数 
テーマ 

液 ６ 調べる。 

性 

いろいろな水溶液の性質を

２ 酸性と中性とアルカリ性の水溶液をまぜ

たら、何性になるのか。 

金

属 

４ 金属以外の物も溶かすのか。 

２ 鉄とアルミニウム以外の金属も溶かす

か。 

２ るか。 洗剤で金属は溶け

１ 塩酸に溶かしたアルミニウムを取り出し

て水に入れる。 

１ 塩酸と水酸化ナトリウム水溶液がアルミ

ニウムを溶かす様子の違いを調べる。 

気

体 

１ は二酸化炭素が溶けているのか。雨水に

１ 気体を溶かした水溶液は他にはないの

か。 

トイレ用洗

剤は何性？ 

トイレ用洗剤は金属

製品に使用できない

のはどうしてか 

塩酸で金属は溶けるか

溶けた金属はどこへ

気体は水に溶けるのか 

アルカリ性の水溶液はどうだろう

学習したことを基に、身の回りの

ことを見渡して、もっと調べてみ

たいこ しよう とにチャレンジ

テーマの設定 

実験方法の決定 

実 験 

今までの学習を振り返ろう 

結 論 

テーマ決定時における、
子どもたちの考えの傾向

　　　　　　　　　　　　　　　　n=67

楽しみ
45%

その他
9%うまくや

りたい
10%

20%

こうな
ると思

早くや
りたい

う
16%

第７図 学習日記の傾向 
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授業の最初の頃はとまどいを見せていた子どもも、

身の回りの事象を学習したことを使って、自分の力で

明らかにできるだろうという見通しと期待感を持つこ

とができた。Ａ児の日記から、初めのとまどいから、

期待を持ち始める姿を読み取ることができる。 

＜Ａ児の

 

に当ては

時間が必要であると言えよう。 

ウ

う学習内容をテーマとした１班の実験経過

ーマ  雨水には二酸化炭素が溶けているのか？ 

学習日記＞ 

これらのことから、学習した性質や規則性が日常生

活に存在していることを子どもが認識できるようにす

るためには、性質や規則性を日常生活の事象

めて考える

 実験 

子どもたちが自分の力で調べる中で、問題解決能力

や技能の定着を目指している。そこで、班の活動で今

までの学習の何を活用しているかに注目し表にまとめ

た。第８図は「水溶液には、気体が溶けているものが

ある」とい

である。 

テ

 

活動内容 活用 観点

二酸化炭素が溶けていると

いう予想にふさわしい実験 の流れを活用。 判断

方法を決定する。 

炭酸水での実験 思考

雨水の液性を調べる。  

 

リトマス紙 技能

BTB 溶液 技能

雨水を蒸発させ、固体が出 能

るか調べる。 

 

塩酸に溶けてい

る物を調べる実

験の方法を活用。

技

 

 

雨水は蒸発させても何も残

らないことから、気体が溶

けていることを推論する。 

予想と結果と結

論を照らし合わ

せて推論する。

断

思考

判

 

雨水に二酸化炭素が含まれ

ているのかを調べる。 

石灰水 技能

気体検知管 技能

実験の結果を記録する。 記録の仕 表現結果の

方。 

石灰水と気体検知管の実験

の結果から、結論を導き出

。 

の流れを活用。 判断

す

炭酸水での実験 思考

 

結論  雨水に二酸化

ていた。 

炭素は 

ほんの少しだけ溶け

 

 

を

ったことが分かった。 

て新たな意味

付

よ

水溶液に対してさらに興

れた。 

＜Ｂ児学習日記＞ 

 

意

することができたと言える。 

＜Ｃ児学

 

振り返る」についての考察 

う」と投げかけ、六つ切り

エ 意味付け・関係付け 

１班は、学習内容の「水溶液には気体が溶けているも

のがある」を基に、「雨水に二酸化炭素はほんの少しだ

け溶けていた」という結論を導き出すことができた。

つまり、学習したことを日常生活とのかかわりの中で

とらえ直し、「雨水」という水溶液に対し

け・関係付けをすることができた。 

また、自分の調べたいことに向かって取り組み、結

論を出せたということは、それまでの問題解決学習に

今日は実験方法や、やる物を考えていて、だんだ

ん楽しみになってきました。今度の実験では自分の

グループだけ飲み物をやるのでラッキーでした。 

第８図 １班の実験経過 

って得られた力を、子どもが活用できたと言えよう。 

１班Ｂ児の学習日記から、

味をもった姿が見ら

雨水は、二酸化炭素が多いと思ったけど、二酸化

炭素はあまり含まれていなかったことが分かった。

雨は何が含まれているのかと思った。 

また、各班での実験結果を他の班に説明する時間を

作った。Ｃ児は飲み物の液性を調べていて、涙や唾液

の液性は調べていない。しかし、他の班からの情報も

自分のものとして日記に記述している。このことから、

この時間を設けることで情報の共有化ができ、「飲み

物」と「涙」、「唾液」という水溶液に対して新たな

味付け・関係付けを

習日記＞ 

ジュースが酸性だと分かりびっくりしました。け

れど、出る物（涙・唾液）は酸性じゃないのは何で

だろう。他にもおしっこ・鼻水は何性なんだろう。

(3)手立て「自分を

 どのような問

題を持ち、どん

な実験を行い何

が分かったのか

などを子どもが

発言しそれを教

師が黒板に記録

し、この単元で

学んだことをク

ラス全体で確認

した。その後、

「今までの学習

を 振 り 返 っ て

『なるほど水溶

液カード』（第９図）をかこ

第９図 なるほど水溶液カー

の画用紙に表現させた。 

ア 分かったことをまとめる 

 子どもには、「この単元で分かったことをまとめて表

しましょう」と投げかけた。すると、子どもたちは今

まで記録してきたワークシートや学習日記、教科書な

第８図から１班の子どもたちは、それまでの学習

活用し工夫して、実験を行
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どを読み返し、学んできたことを振り返りカードに記

入

＜Ｄ児の

 

であり、

考える。 

ウ

向きな姿勢を持た

せることにつながると思われる。 

せる次のような問題を作った。 

＜問題例と解答例＞ 

 

する内容を考えた。 

このカードを見ると、詳しく書いていたりほとんど

触れていなかったりする学習内容が見付かり、一人ひ

とりの子どもが何を「分かった」としているのかをと

新たな意味付け・関係付

らえることができた。 

イ 学習対象への見方や考え方の変化 

 カードの、水溶液に対する見方や考え方の変化につ

いて書いてある部分を読むと、Ｄ児は水溶液に対して

の見方や考え方が変化して、

けができたことが分かる。 

水溶液に対する見方の変化＞ 

「前は」「今は」「これからは」という視点を子ども

に与えることで、水溶液に対する見方や考え方の変化

を見つめる機会となり、自分の考えが変化したことを

認識できたと考える。また、Ｄ児の書いた文章から、

学習したことを日常生活で使ってみたいという気持ち

も読み取ることができる。この気持ちは、日常生活に

存在していることを理解していることの表れ

学習の意義や有用性につながると

 学習を通しての自分の変化 

カードの、学習を通しての自分の変化についての記

述は「自分で実験できるようになった」や「理科が好

きになった」など、様々な内容がある。「成長したとこ

ろは」という視点を与えることで、自分を見つめる機

会となり、自分が学習によって成長したことを認識で

きたことが分かった。この視点による振り返りは、肯

定的な感情を育て、学習に対する前

 

４ 検証授業後の子どもの変容 

(1)自然や日常生活の事象に活用する力 

 学習を生活に活用する力を育てるために、日常生活

の事象と単元の学習内容を関連させる授業を行った。

その活用する力の定着を見るために、学習内容にかか

わる身近な事象を説明さ

 

Ｅ児の解答を見ると、アサガオに起こった現象を水

溶液の性質とリトマス紙の関係を使って説明すること

ができている。 

授業では、日常にあ

るものでも液性を調べ

られることを学習して

いない。しかし第 10 図

の通り、88％の子ども

が学習内容を活用して

答えている。 

 これらのことから、

学習したことを日常生

活の事象に当てはめて考える学習を行うことで、学習

したことを日常生活の事象の理解にいかす力が付いた

と言える。 

(2)学習の有用感と学習意欲との関連 

日常生活と学習したことを関連させることで、子ど

もは理科学習の意義や有用性を感じ、学習への意欲が

高まるだろうと考え研究を進めてきた。そこで、事前

と事後に取ったアンケートの中から、①から③までの

質問事項について子どもの意識の変化を調べた。 

 

①の質問は、理科学習への有用性と意欲の向上につ

いて調べることが目的である。アンケートの結果、「そ

う思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせて

事前アンケートでは 60％だったが、事後アンケートで

は 77％と、明らかに増加している（第 11 図）。この変

化から、理科学習に有用性を感じ、意欲が高まったと

言える。 

アサガオの問題 

紫色のアサガオが咲いていました。そこへ、酸性雨

が降ってきました。よく見ると、さっきまで紫一色だ

った花びらに、赤色の水玉もようがついていました。

どうして、紫色の花びらに赤い水玉もようがついてし

まったのでしょうか。（『小学校

第 11 図 ①②の質問の結果 

理科教師用指導書研究編』

教育出版の題材を参考に作成） 

①理科の学習は、ふだんの生活や社会に出て役立
つので、私は理科の勉強をもっとやりたい
(有用性と意欲の向上）　　　　　　　　ｎ＝69

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

事後

②理科の勉強をすれば、私のふだんの生活や社会に
出て役立つ　　　　　　　　（意義や有用性の向上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n=69
0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

事後

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

＜Ｅ児の解答＞ 

たぶん紫色のアサガオは、リトマス紙と同じ成分

をもっているからだと思います。すると、紫色は、

青に近いと思うので、酸性雨が降ったら、酸性だか

ら、赤い水玉もようができるんだと思います。 

師

水溶液を学習する前は水溶液のことをそんなに

危険な物ではないと思っていたけれど、今は危険な

物もあるんだなと思っています。これからは洗剤の

ラベルに

p<0.05 

アサガオの問題の解答分類
　　                      ｎ＝67

学習内
容を活

用
88%

経験や
イメー

ジ
7%

無回答
1%

理由な
し
4%

何性か書いてあるのを見たいと思います。
第 10 図 解答の分析 

p>0.05 

－ 35 － 
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。 

研究のまとめ 次に、理科学習の意義や有用性の向上に焦点を置い

た②の質問を見ることにした。  

子ども自身に学習内容を日常生活に当てはめて考え

させることで、日常生活の中に学習で見つけた性質や

規則性が存在していることを理解させることができた。

そして、子どもは学習したことを活用して、日常の事

象を見ようとする姿勢が身に付けることができた。 

②の質問の結果、「そう思う」と「どちらかといえば

そう思う」を合わせて事前アンケートでは 77％だった

が、事後アンケートでは 80％となった。事前アンケー

トの時点ですでに高かったこともあり、変化が表れな

かった。 

また、自分を振り返る活動によって、学習対象への

見方や考え方が変化したことや自分が成長しているこ

とを、子どもに自覚させることができた。その結果、

子どもは学ぶ意義や有用性を感じ、学習に対する意欲

が高まった。 

①と②の質問の比較から①では「理科の勉強をもっ

とやりたい」という文に子どもは注目して記入したこ

とが分かり、理科学習への意欲は高まったと言える。 

 そこで、単元での学習が終了してから視点を何も与

えずに書かせた感想を調べた。 

これらの結果から、実感を伴った理解を図るために

は、学習内容と日常生活とを関連付ける学習を行うこ

とが有効であることが分かった。 

＜Ｆ児の感想＞ 

 

塩酸は酸性で、金属を溶かしてしまう。飲み物も

ほとんどが酸性だったので、結構すごいなと思いま

す。これから、食べるものや洗剤などに何が入って

いるのか書いてあるラベルを見たくなりました。そ

ういうことが分かったので理科は楽しかったです。

検証授業を行う中で、どの子どもも十分に学習内容

と日常生活の関連を図ることができたわけではなかっ

たので、今後はテーマを決める時に投げかける言葉な

どを工夫したい。また、学んだことを日常生活に結び

付ける実験や自分を振り返る活動は、ある程度時間が

必要なので、単元全体の構成を工夫する必要がある。 

Ｆ児の感想からは、学習したことが生活の中に存在

していて、それを活用しようとしている姿勢が見られ

る。さらに「分かったので理科は楽しかった」と続け

ている。学習したことが身近な生活の中にあると分か

った自分の成長に、喜びを感じていることが伝わって

くる。これらのことから、学習したことと日常生活が

関係付けられ、水溶液の性質での学習に意義や有用性

を感じ、理科学習に対する肯定的な感情を持ち、意欲

の高まりにつながったと思われる。 

 

おわりに 

 

本研究では第６学年「水溶液の性質」の１単元のみ

の実施となったが、他の単元でも本研究の手立てが有

効であるか今後も研究を続けていきたい。 

本研究を行う中で、子どもが問題を持ち追究する姿

にふれ、改めて主体的に学ぶことの大切さを実感した。 また、研究単元の設定理由で述べた平成 15 年度小・

中学校教育課程実施状況調査との比較を行った（第 12

図）。事後アンケートのみでの調査だが「役に立つ」と

回答している子どもは、上記の教育課程実施状況調査

では約 35％だが、本校では 96％となり、明らかな違い

が見られる。この違いによって、子どもたちは今回の

学習内容に有用性を感じたことが分かる。 
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